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小泊海岸を守る会が４月21日㈮、小泊海岸や冬
季閉鎖が解除された竜泊ラインなどの清掃ボ

ランティアを行いました。
　同会に参加したのは、齋勝建設㈱、宝森建設興業
㈱、島村産業㈱、㈱竹内組、㈱青南商事、㈱環境工
学の６社で、約180人が参加しました。
　５月14日㈰には下前漁協婦人部による下前漁港
内の清掃活動、26日㈮には花壇の花植えが行われ
ました。
　他にも、５月28日㈰には小泊婦人会による花壇
の花植え、６月４日㈰には清掃活動が行われました。
５月30日㈫には清港会による小泊漁港内の清掃活
動が行われ、６月から始まるメバルの刺し網漁に向
けての準備を行いました。
　また、町では毎年７月から、折腰内海岸など６海
岸を対象に清掃活動を行っています。

今泉地区の東側に位置する国有林で、中里
中１年の生徒と津軽森林管理署金木支署

が実施する「あすなろ自遊モリ森・森林教室・
空中取り木苗作製体験」が６月１日㈭に開催さ
れました。
　国有林をフィールドとした「遊々の森」の協
定を締結し、森林教室・体験活動による森林環
境教育の取組みを毎年実施しています。
　この日、生徒達は中泊町の『木』として制定
されている『ヒバ』に触れ、ヒバの植栽（植樹）
に使う苗木づくりを体験しました。

子どもたちが、町の未来を自分ゴトとして捉
え感じてもらうことで、郷土愛の醸成や将

来的に町へ定着するキッカケづくりとすることを
目的とした、町長と小・中学生の意見交換会が、
５月30日㈫に中里中学校で行われました。
　町長と中里中卓球部の生徒がラリーを行った後、
卓球部とバレー部の代表者に将来の夢や夢をかな
えるために何をがんばっているのか、町はどのよ
うに支えていけばいいかを話し合いました。

夏に向け清掃ボランティア
小泊地域の海岸・漁港の環境美化活動

国有林で森林環境教育
中里中１年があすなろ自遊モリ森体験

町の未来を自分ゴトとして
中里中で町長と意見交換会

まちの話題 Topics
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小泊中学校生徒が地元にある風力
発電所を見学することで、再生

可能エネルギーに関する理解を深める
とともに、持続可能な社会を形成しよ
うとする意欲を育てることを目的とし
た風力発電所見学会を６月６日㈫に実
施しました。
　まず初めに風力発電の仕組みや組み
立て方法などを学んだあと実際に建設
中の中泊風力発電所を見学しました。
　建設現場では、風車の羽根となる組
み立て前のブレードを近くで見学した
り、風車内の見学をしたりしました。

地域文化の理解を目的として
いる「なにもささパレード」

が６月10日㈯に４年ぶりに開催
されました。
　中里小学校の全校児童が郷土の
伝統芸能である「なにもささ踊り」
を踊りながら、わんぱく広場から
津軽中里駅までを約１時間練り歩
きました。
　見物した町民の中には一緒に踊
り出す人も見られました。

町小学校芸術鑑賞会が６月７日
㈬に町総合文化センター「パ

ルナス」で開催され、管内４つの小
学校から児童が集まりました。
　今年は、劇団風の子北海道による
劇「めっきら　もっきら　どおんど
ん」を鑑賞しました。
　こども達は劇の中で歌が始まった
ら手拍子をしたり、面白い場面があ
ったら笑ったりと、楽しんだ様子で
した。

４年ぶりの開催
なにもささパレード開催

楽しくそうぞう（想像・創造）力を養う
町小学校芸術鑑賞会が行われる

再生可能エネルギーへの理解を深める
小泊中学校生徒が風車見学

まちの話題Topics
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迅速かつ的確な出動体制および捜索救
助活動への対処方法の体得並びに関

係機関などとの連携を強化し、事故即応体
制の向上を図ることを目的とした海難救助
訓練が、６月16日㈮に小泊漁港にて行わ
れました。
　この訓練は『小泊漁港に向け航走中のメ
バル一本釣漁船と同港より出漁したメバル
刺網漁船が同港より２マイル地点の海上に
おいて衝突事故を発生。また、衝突直後、
メバル刺網漁船の乗組員２名が海中に放り出され、さらには同船の機関室より火災が発生し、炎上中であ
る旨の無線連絡が小泊漁協に入った』という想定で行われました。
　五所川原地区消防事務組合消防長は「この訓練を継続し、有事の際迅速な対応ができるようになってほ
しい」と話しました。

齊藤ちよえさんが６月21日㈬に100歳の誕
生日を迎え、小規模多機能型居宅介護な

かさとにて町から顕彰状と目録が贈られました。
また、家族からはケーキと花束、誕生日プレゼ
ントを、施設からは花束が贈られました。
　齊藤さんは現在、身体や記憶力などに衰えは
あるものの自分で歩き、耳もしっかり聞こえて
いるため自分のことは自分で何とかできている
そうです。家では、好きな時代劇を見て、好き
な時間に寝て、好きな時間に起きて、何の気兼ねもしない毎日を過ごしているそうです。
　齊藤さんは「100歳まで長生きできているのは皆さんのおかげ。これからもよろしくお願いします」と
感謝の言葉を述べていました。

航空防除作業を行っている㈲中里エアサ
ービスと中里航空防除組合が、６月17

日㈯に防除用ヘリコプターによる作業前安全
祈願祭を行いました。
　作業に使用するヘリコプターを前にして順
番に玉串を捧げ、真剣な面持ちで今期作業の
安全を祈りました。
　航空防除作業は７月下旬から９月上旬まで、
町内外の水田や大豆畑で行われるとのことで
す。

有事の際、迅速に対応できるよう
海難救助訓練が実施される

笑顔で元気に
齊藤ちよえさんが100歳顕彰

防除作業の安全を祈願
航空防除安全祈願祭を行う

まちの話題 Topics


